
 
　２０２０年（令和２年） 11月20日（金曜日） 6（第３種郵便物認可） ビジネス

介
護
事
業
者
の
Ｍ
＆
Ａ
支
援
へ

２
社
と
業
務
提
携

ト
ラ
イ
ト
キ
ャ
リ
ア

　

医
療
・
介
護
・
保
育
事
業

で
の
人
材
紹
介
・
派
遣
サ
ー

ビ
ス
を
手
掛
け
る
ト
ラ
イ
ト

グ
ル
ー
プ
傘
下
の
ト
ラ
イ
ト

キ
ャ
リ
ア
（
大
阪
市
、
笹
井

英
孝
代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）

は
12
日
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
介

護
事
業
者
の
倒
産
回
避
や
経

営
の
多
角
化
を
支
援
す
る
新

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
る
た
め
、

Ｍ
＆
Ａ
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業

介護現場のＤＸ推進へ、懸け橋に
「日本ケアテック協会」設立

  
エ
ン
ブ
レ
ー
ス

「
栄
養
管
理
ア
プ
リ
」

利
用
可
能
ユ
ー
ザ
ー
３
４
０
０
人
超
え
に

福
祉
用
具

事
業
者
連
盟 

自
民
党
に
要
望
書

手
す
り
は
レ
ン
タ
ル
継
続
を

　

医
療
介
護
連
携
Ｓ
Ｎ
Ｓ

「
メ
デ
ィ
カ
ル
ケ
ア
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
Ｍ
Ｃ
Ｓ
）」
を
運

営
す
る
エ
ン
ブ
レ
ー
ス
（
港

区
、
松
下
和
彦
社
長
）
は
、

今
年
６
月
に
公
開
し
た
Ｍ
Ｃ

Ｓ
上
で
展
開
す
る
「
栄
養
管

理
ア
プ
リ
」
の
医
療
介
護
従

事
者
の
ユ
ー
ザ
ー
登
録
が
３

４
０
０
人
を
超
え
た
こ
と
を

発
表
し
た
。

　

栄
養
管
理
ア
プ
リ
は
Ｍ
Ｃ

Ｓ
上
で
無
料
で
利
用
で
き
、

簡
易
栄
養
評
価
表
に
基
づ
い

た
６
つ
の
質
問
に
回
答
す
る

だ
け
で
利
用
者
の
栄
養
状
態

を
「
低
栄
養
」「
低
栄
養
の

お
そ
れ
あ
り
」「
栄
養
状
態

良
好
」
の
３
段
階
で
評
価
で

き
る
。

　

ユ
ー
ザ
ー
か
ら
は
「
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
看
護
師
が
患

者
の
栄
養
相
談
に
来
る
時
に

は
、
す
で
に
そ
の
人
は
食
べ

ら
れ
な
い
状
態
で
あ
る
こ
と

が
多
い
の
で
、
栄
養
管
理
ア

プ
リ
は
、
ケ
ア
マ
ネ
や
看
護

師
の
意
識
が
栄
養
に
向
く

き
っ
か
け
と
な
る
」（
管
理

栄
養
士
）、「
低
栄
養
だ
と
赤

色
で
警
告
さ
れ
る
の
で
、
緊

急
度
が
分
か
っ
て
よ
い
」（
医

師
）、「
医
師
だ
け
で
な
く
、

コ
メ
デ
ィ
カ
ル
も
含
め
た
全

員
が
栄
養
管
理
に
興
味
を
も

つ
入
り
口
に
な
る
」（
医
師
）

　

11
日
に
ケ
ア
テ
ッ
ク
事
業

者
、
介
護
事
業
者
、
学
識
経

験
者
な
ど
を
発
起
人
と
し

て
、
一
般
社
団
法
人
「
日
本

ケ
ア
テ
ッ
ク
協
会
」
が
設
立

さ
れ
た
。
協
会
は
、
介
護
事

業
者
と
ケ
ア
テ
ッ
ク
事
業
者

間
の
懸
け
橋
と
な
り
、
介
護

現
場
の
デ
ー
タ
の
利
活
用
の

促
進
、
現
場
に
即
し
た
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
の
社
会
実
装
の
推

進
、
社
会
保
障
の
仕
組
み
に

つ
い
て
国
へ
の
提
言
を
行

い
、
持
続
可
能
な
介
護
の
実

現
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指

す
。

　

代
表
理
事
に
は
鹿
野
佑
介

氏
（
ウ
ェ
ル
モ
代
表
取
締
役

Ｃ
Ｅ
Ｏ
）、
専
務
理
事
・
事

務
局
長
は
竹
下
康
平
氏

（
ビ
ー
ブ
リ
ッ
ド
社
長
）、
常

務
理
事
は
森
剛
士
氏
（
ポ
ラ

リ
ス
社
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）

が
就
任
し
た
。
そ
の

ほ
か
理
事
に
は
宮
本

隆
史
氏
（
善
光
会
理

事
）、山
岡
勝
氏
（
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
本
部
事
業
総

括
）、
山
本
左
近
氏

（
さ
わ
ら
び
グ
ル
ー

プ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）、
特
別

顧
問
に
は
辻
哲
夫
氏

（
東
京
大
学
特
任
教

授
）、
顧
問
に
柴
口

里
則
氏
（
日
本
介
護
支
援
専

門
員
協
会
会
長
）
な
ど
が
就

い
た
。

　

11
日
に
厚
生
労
働
省
で
開

か
れ
た
記
者
会
見
で
鹿
野
代

表
理
事
は
「
介
護
人
材
不
足

が
深
刻
化
す
る
一
方
で
、
介

護
事
業
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
ロ

ボ
ッ
ト
な
ど
の
活
用
は
他
産

業
に
比
べ
て
進
ん
で
お
ら

ず
、
旧
態
依
然
の
仕
事
の
仕

方
が
変
わ
っ
て
い
な
い
。
介

護
事
業
者
と
ケ
ア
テ
ッ
ク
企

業
と
の
歩
み
寄
る
場
が
な
い

こ
と
が
課
題
。
協
会
で
は
、

現
場
視
点
の
ケ
ア
テ
ッ
ク
製

品
や
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
を
推

進
し
、
介
護
現
場
が
ケ
ア

テ
ッ
ク
を
利
活
用
し
や
す
い

環
境
や
情
報
整
備
を
し
、
国

に
対
し
て
介
護
保
険
制
度
の

中
に
ケ
ア
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を

織
り
込
め
る
よ
う
な
提
言
も

し
て
い
き
た
い
」
と
協
会
の

と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

　

エ
ン
ブ
レ
ー
ス
の
担
当
者

は
「
低
栄
養
の
発
見
と
栄
養

介
入
の
た
め
に
は
、
医
師
や

コ
メ
デ
ィ
カ
ル
に
栄
養
管

理
、
栄
養
知
識
を
向
上
し
て

も
ら
う
必
要
が
あ
る
と
感
じ

て
い
る
。
現
在
の
ア
プ
リ
の

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
栄
養
治
療
、

介
入
を
す
す
め
る
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
企
画
し
て
い
く
」
と

話
す
。

　

28
日
午
後
４
時
か
ら
オ
ン

ラ
イ
ン
で
栄
養
治
療
に
関
す

る
セ
ミ
ナ
ー
「
多
職
種
連
携

に
お
け
る
栄
養
治
療
の
ス
ス

メ
〜
い
ま
さ
ら
聞
け
な
い
患

者
・
利
用
者
さ
ん
の
栄
養
介

入
の
始
め
方
〜
」
を
開
催
す

る
。「
高
齢
患
者
の
予
後
を

左
右
す
る
の
は
栄
養
介
入
」

田
中
公
孝
氏
（
ぴ
あ
訪
問
ク

リ
ニ
ッ
ク
三
鷹
院
長
）、「
在

宅
医
療
に
お
け
る
管
理
栄
養

士
の
役
割
と
今
後
の
展
望
」

田
中
弥
生
氏
（
関
東
学
院
大

学
教
授
）
の
講
演
が
行
わ
れ

る
。
参
加
費
無
料
、
申
し
込

み
は
メ
デ
ィ
カ
ル
ケ
ア
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
サ
イ
ト
か

ら
。問
い
合
わ
せ
０
８
０
０
・

１
２
３
・
６
６
１
１
。

方
針
に
つ
い
て
述
べ
た
。

　

協
会
の
具
体
的
な
事
業
と

し
て
、「
ケ
ア
テ
ッ
ク
認
証

制
度
」
を
設
け
、
優
良
な
ケ

ア
テ
ッ
ク
製
品
と
サ
ー
ビ
ス

を
認
証
す
る
ほ
か
、
ケ
ア

テ
ッ
ク
事
業
者
と
実
証
の
場

と
し
て
の
介
護
事
業
者
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
。
調
査

　

日
本
福
祉
用
具
供
給
事
業

者
連
盟（
小
野
木
孝
二
会
長
）

は
10
日
、
自
民
党
厚
生
関
係

団
体
と
厚
生
労
働
部
会
に
対

し
、
福
祉
用
具
レ
ン
タ
ル
種

目
で
あ
る
歩
行
補
助
杖
と
歩

行
器
、
手
す
り
に
つ
い
て
販

売
へ
の
切
り
替
え
を
行
わ
な

い
よ
う
要
望
し
た
。

　

２
日
の
財
務
省
財
政
制
度

活
動
と
し
て
、
ケ
ア
テ
ッ
ク

の
社
会
実
装
に
向
け
た
調

査
、
ケ
ア
テ
ッ
ク
利
活
用
の

ノ
ウ
ハ
ウ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
も
行
わ
れ
る
。

　

協
会
で
は
積
極
的
に
会
員

を
募
り
、「
介
護
事
業
者
は
広

い
領
域
か
ら
会
員
に
な
っ
て

い
た
だ
き
た
い
の
は
も
ち
ろ

分
科
会
で
福
祉
用
具
レ
ン
タ

ル
の
あ
り
方
の
見
直
し
が
俎

上
に
上
が
り
、
３
種
目
に
つ

い
て
レ
ン
タ
ル
か
ら
販
売
へ

切
り
替
え
た
ほ
う
が
給
付
が

抑
え
ら
れ
る
と
提
案
さ
れ
た

た
め
。
要
望
書
で
は
２
４
１

万
人
の
福
祉
用
具
レ
ン
タ
ル

の
利
用
者
の
給
付
費
は
居
宅

サ
ー
ビ
ス
全
体
の
７
％
に
過

ぎ
な
い
と
し
た
上
で
、
①
24

時
間
３
６
５
日
利
用
で
き
る

ん
の
こ
と
、
現
在
国
内
に
２

０
０
社
が
あ
る
と
さ
れ
る
ケ

ア
テ
ッ
ク
企
業
に
は
、
半
数

以
上
に
会
員
に
な
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
努
力
し
た
い
」

と
話
し
た
。
ま
た
、
関
心
が

あ
る
海
外
の
企
業
か
ら
も
会

員
を
募
り
た
い
と
し
た
。

②
離
島
や
山
間
へ
き
地
に
も

行
き
渡
る
③
モ
ノ
を
貸
す
の

で
は
な
く
機
能
を
提
供
す
る

④
レ
ン
タ
ル
は
身
体
状
況
な

ど
の
変
化
に
あ
わ
せ
て
適
切

に
変
更
で
き
る
―
―
な
ど
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
し
た
。

特
に
レ
ン
タ
ル
制
度
で
は
福

祉
用
具
専
門
相
談
員
に
よ
る

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
基
づ
い
て

適
切
な
用
具
に
変
更
で
き
、

購
入
で
は
身
体
状
況
に
合
わ

な
く
な
っ
て
も
使
い
続
け
て

転
倒
な
ど
の
リ
ス
ク
に
つ
な

が
る
可
能
性
が
高
ま
る
と
訴

え
て
い
る
。

を
手
掛
け
る
ア
ナ
ロ
グ
（
千

代
田
区
、
上
田
泰
生
代
表
取

締
役
）
と
バ
イ
サ
イ
ド
バ
ン

ク
（
大
阪
市
、
吉
川
翔
社
長
）

の
２
社
と
業
務
提
携
契
約
を

締
結
し
た
。
訪
問
看
護
・
訪

問
介
護
事
業
所
な
ど
、
小
規

模
で
資
本
力
の
脆
弱
な
事
業

者
を
中
心
に
、
Ｍ
＆
Ａ
に
関

す
る
相
談
受
付
や
提
携
先
の

Ｍ
＆
Ａ
支
援
企
業
の
紹
介

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
く
。

　

ト
ラ
イ
ト
グ
ル
ー
プ
の
笹

井
代
表
取
締
役
は
「
人
材

サ
ー
ビ
ス
の
顧
客
か
ら
事
業

承
継
や
Ｍ
＆
Ａ
に
関
す
る
相

談
が
増
え
た
た
め
、
法
人
向

け
の
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
展
開
・
拡
充
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

日
中
介
護
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
へ

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

日
中
福
祉
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

　

日
中
福
祉
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

（
王
青
代
表
）
は
、「
日
中
介

護
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
」
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ

ナ
ー
を
12
月
10
日
午
後
２
時

か
ら
４
時
ま
で
開
催
す
る
。

　

中
国
の
介
護
人
材
の
育
成

な
ど
に
携
わ
る
教
育
機
関
の

専
門
家
と
日
本
の
介
護
現
場

で
の
豊
富
な
経
験
を
持
つ
外

国
介
護
人
材
導
入
の
第
一
人

者
を
招
い
て
講
演
を
行
う
。

　
「
中
国
介
護
人
材
の
教
育

最
前
線
と
現
場
の
最
新
情

報
」
石
暁
燕
氏
（
江
蘇
経
貿

職
業
技
術
学
院
高
齢
者
産
業

官
理
学
院
元
院
長
）
な
ど
。

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
て
開
催
。
参
加

費
３
０
０
０
円
。
申
し
込
み

は
同
社
の
サ
イ
ト
か
ら
。

　

Ａ
：
今
年
に
入
り
、
副
業
・
兼
業
に

関
す
る
ご
相
談
が
非
常
に
増
え
ま
し

た
。
国
と
し
て
も
「
働
き
方
改
革
」
の

一
つ
の
施
策
と
し
て
、
副
業
・
兼
業
を

促
進
し
て
い
る
こ
と
も
後
押
し
を
し
て

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
今
年
９
月
、
厚
生

労
働
省
は
副
業
・
兼
業
に
お
け
る
ル
ー

ル
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
、「
副
業
・

兼
業
の
促
進
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
改
定
し
ま
し
た
。
大
き
な
特
徴

は
、
簡
便
な
労
働
時
間
管
理
の
方
法
で

あ
る
「
管
理
モ
デ
ル
」
と
い
う
も
の
が
、

示
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

　

こ
の
管
理
モ
デ
ル
は
副
業
・
兼
業
の

開
始
前
に
、
副
業
・
兼
業
を
行
う
労
働

者
と
時
間
的
に
〝
先
に
〞
労
働
契
約
を

締
結
し
て
い
た
使
用
者
（
以
下
「
使
用

者
Ａ
」
と
い
う
。）
の
事
業
場
に
お
け

る
「
法
定
外
労
働
時
間
」
と
時
間
的
に

〝
後
か
ら
〞
労
働
契
約
を
締
結
し
た
使

用
者
（
以
下
「
使
用
者
Ｂ
」
と
い
う
。）

の
事
業
場
に
お
け
る
「
労
働
時
間
（
所

定
労
働
時
間
及
び
所
定
外
労
働
時
間
）」

と
を
合
計
し
た
時
間
数
が
単
月
１
０
０

時
間
未
満
、
複
数
月
平
均
80
時
間
以
内

と
な
る
範
囲
内
に
お
い
て
、
各
々
の
使

用
者
の
事
業
場
に
お
け
る
労
働
時
間
の

上
限
を
そ
れ
ぞ
れ
設
定
し
、
各
々
の
使

用
者
が
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
範
囲
内
で
労
働

さ
せ
る
こ
と
と
す
る
も
の
で
す
。
ま
と

め
る
と
、「〝
Ａ
の
法
定
外
労
働
時
間
＋

Ｂ
の
労
働
時
間
（
所
定
労
働
時
間
及
び

所
定
外
労
働
時
間
）〞
≧
〝
単
月
１
０

０
時
間
未
満
、
複
数
月
平
均
80
時
間
以

内
〞」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
管
理
モ
デ
ル
に
よ
り
、
使
用
者

Ａ
は
自
ら
の
事
業
場
に
お
け
る
法
定
外

労
働
時
間
の
労
働
に
つ
い
て
、
使
用
者

Ｂ
は
自
ら
の
事
業
場
に
お
け
る
労
働
時

間
の
労
働
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
自
ら

の
事
業
場
に
お
け
る
36
協
定
の
延
長
時

間
の
範
囲
内
と
し
、
割
増
賃
金
を
支
払

う
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

使
用
者
Ａ
及
び
使
用
者
Ｂ
は
、
副
業
・

兼
業
の
開
始
後
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
あ
ら
か
じ
め
設
定
し
た
労
働
時
間
の

範
囲
内
で
労
働
さ
せ
る
場
合
に
限
り
、

他
の
使
用
者
の
事
業
場
に
お
け
る
実
労

働
時
間
の
把
握
を
要
す
る
こ
と
な
く
労

基
法
を
遵
守
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。（
糀
谷
社
会
保
険
労
務
士
事

務
所
代
表　

糀
谷
博
和
）

Ｑ
：
副
業
・
兼
業
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
が
改
正
さ
れ
た
と

聞
き
ま
し
た
。
一
体
、
何
が
変

わ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

副業・兼業の労働に「管理モデル」

介
護
と
労
働

介
護
と
労
働

介
護
と
労
働

640

左
か
ら
竹
下
専
務
理
事
、
鹿
野

代
表
理
事
、
森
常
務
理
事


